
 
平成24年6月期第2四半期（累計）連結業績予想数値の修正（平成23年7月1日～平成23年12月31日） 

 
平成24年6月期通期連結業績予想数値の修正（平成23年7月1日～平成24年6月30日） 

 
平成24年6月期第2四半期（累計）個別業績予想数値の修正（平成23年7月1日～平成23年12月31日) 

 
平成24年6月期通期個別業績予想数値の修正（平成23年7月1日～平成24年6月30日） 

修正の理由 
第2四半期業績予想の修正理由 
当第2四半期連結累計期間の当初予想を、上記の通り修正いたしました。 
当第２四半期連結累計期間におけるいちご果実の販売は、１１月中旬頃までは、当社の自社いちご品種、及びアメリカ産
輸入いちごの販売を行い、その後は促成いちご（とちおとめ、さがほのかなど）が販売の主体となります。 
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業績予想の修正に関するお知らせ  

最近の業績動向を踏まえ、23年8月12日に公表した業績予想を下記の通り修正いたしましたのでお知らせ
いたします。  

記 

● 業績予想の修正について 

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
1株当たり四半期純

利益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 2,286 113 113 66 8,688.49
今回修正予想(B) 2,126 35 37 18 2,423.72
増減額(B-A) △160 △78 △75 △47
増減率(%) △7.0 △69.0 △67.0 △72.1
（ご参考）前期第2四半期実績 
（平成23年6月期第2四半期）

2,264 47 49 27 3,593.03

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 3,908 69 68 40 5,310.33
今回修正予想(B) 3,750 11 16 9 1,194.77
増減額(B-A) △158 △57 △52 △31
増減率(%) △4.0 △83.0 △76.6 △77.5
（ご参考）前期実績 
（平成23年6月期）

3,805 14 23 9 1,213.46

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
1株当たり四半期純

利益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 2,255 112 112 66 8,672.30
今回修正予想(B) 2,097 30 36 18 2,423.65
増減額(B-A) △158 △81 △76 △47
増減率(%) △7.0 △72.6 △67.7 △72.1
（ご参考）前期第2四半期実績 
（平成23年6月期第2四半期）

2,242 43 47 21 2,879.19

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期純利

益
百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭

前回発表予想(A) 3,839 67 67 39 5,193.43
今回修正予想(B) 3,681 9 15 8 1,077.87
増減額(B-A) △158 △57 △52 △31
増減率(%) △4.1 △85.6 △77.6 △79.2
（ご参考）前期実績 
（平成23年6月期）

3,750 8 21 3 499.62



当期間中の自社いちご品種の生産状況は、昨年発生した灰色カビ病を抑制したことで、概ね安定して推移いたしました。ま
た、アメリカ産輸入いちごの仕入体制を新たに構築し、自社いちご品種と併せて、積極的な営業展開及び販売を行ってまい
りました。 
しかしながら、洋菓子の主原材料（小麦粉、乳製品など）の高騰や、個人消費の低迷から、大手洋菓子メーカーを中心に、
アイテムの絞込み、仕様（サイズ・数量）の変更によるいちご果実使用数量の削減の動きが拡大し、いちご果実の販売パッ
ク数は伸び悩むこととなりました。 
当期間における促成いちご果実の出荷状況は、昨年のような定植遅れ等がなく、順調に推移し、11月からの出荷量は、気
象条件が高温と重なったことで、過去に例がない程の出荷量のピークを迎えることとなりました。 
しかしながら、12月に入ってからの出荷量は、ピークを超え徐々に減少しているなか、一転して全国的に冷え込む気象条件
となり、最需要期であるクリスマス期に向け、さらに減少傾向をたどることになりました。これに伴い、いちご市場相場価格
は、例年であれば12月10日前後には一旦低下いたしますが、当期においては高値のままで推移することとなりました。 
当社は、この状況と東日本大震災によって壊滅的となった宮城県産いちごの影響を考慮し、クリスマス期のいちご果実の
供給に向け、関東圏中心の仕入から、仕入産地を分散し、特に九州地方の産地から集め、いちご果実数量の確保といちご
市場相場価格の高騰を抑制いたしました。 
しかしながら、クリスマス期を含んだ12月のいちご果実販売パック数は、洋菓子メーカー等の仕様（サイズ・数量）の変更等
により、当初予定より10％程減少することとなりました。 
さらに、クリスマス期前後からの全国的な寒波の影響による急激な気温の低下は、当社が想定した範囲をこえたものとな
り、促成いちご果実の出荷数量は急激に減少し、クリスマス期以降から年末までのいちご市場相場価格は、例年にないほ
どの高値で推移することとなりました。当社は、クリスマス期以降のいちご市場相場価格が例年並みとなることを考慮し、一
部販売先との間で、販売価格を取決めていたことから、いちご市場相場価格の高騰に伴う仕入価格上昇分を、販売価格で
吸収できず利益を圧縮することとなりました。 
以上のことにより当第2四半期連結累計期間の連結及び個別の業績予想を修正いたします。 
 
 
通期業績予想の修正理由 
12月後半からの全国的な寒波の影響による気温低下に伴い、促成いちご果実の出荷数量の低迷は、現在も継続してお
り、いちご市場相場価格は高値で推移しております。この状況は今後も暫時継続するものと予想され、厳しい販売状況が
続くものと思われます。 
当社は、この状況に鑑み、いちご仕入価格を抑制するため、仕入産地を分散し、特に九州地方からの仕入を強化していくこ
とを想定いたしております。また、販売管理費等の一部見直しを行い、当第２四半期連結累計期間における業績を考慮し、
通期の連結及び個別の業績予想の数値を修正いたしました。 

以 上


